
� 江戸時代の株仲間の役割
～安定供給と物価～

１　株仲間による独占

　〈史料１〉は、掛
かけ

塚
つか

湊
みなと

（磐田市）の廻
かい

船
せん

持ちによる株
かぶ

仲
なか

間
ま

の掟
おきて

書
がき

である。ここには、①廻船で運ぶ荷物の運
賃について、最近（文

ぶん

化
か

７年は1810年）は、以前に決め
たとおりに守られず、廻船と荷主の交渉で勝手に決めら
れており、価格競争が起きた結果、廻船の経営が困難に
なっている、②そこで以前決めた運賃を守るようにする
こと、もし守らなければ「組合」（株仲間）を除名する
こと、などが書かれている。
　掛塚湊でも、他と同じように株仲間に加入している廻
船だけが商売でき、〈史料１〉のように、運賃を決めて
独占利益をあげていた。このため、天

てん

保
ぽう

の改革（1841～
43）では、流通を独占している株仲間が物価を吊り上げ
ているとして、株仲間の解散が命じられたのである。

２　安定供給を維持するための株仲間

　しかし、江戸時代の株仲間は、単に利益を独占するためだけのものではなかった。〈史料２〉

は横
よこ

須
す

賀
か

（掛川市）に残る「惣
そう

庄
じょう

屋
や

覚
おぼえ

帳
ちょう

」の1854 （嘉
か

永
えい

７） 
年６月の記事である。ここには、①昨年（1853年）から米の
小売を始めた者がおり、この前までは｢御

お

触
ふれ

直
ね

段
だん

｣（公定価格：
横須賀藩では米問屋と藩の間で主要な品物の公定価格が決め
られていた）より２文安い値段で米を売っていた。②ところ
が、米の値段が高くなってから（＝品薄で米が手に入らない
時）は商売を休んでいる、③これでは、これまで米の小売を
続けてきた26軒の米問屋（横須賀では米問屋の正式な株仲間
はなかったが、事実上この26軒が株仲間の役割を果たした）
が迷惑である、利益が出ない時に休む米屋がいては、26軒の
株仲間のなかにそうする者が出ても仕方がなく、そうなって
は上様（横須賀藩の大名）のお咎めがあるのは明らかである、
といったことが書かれている。
　このことから、少なくとも地方の株仲間にはそれぞれ扱っ
ている品物を安定供給するという役割があったことがわかる。
つまり、株仲間は幕府や藩から特権商人として認められ、流
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通を独占したり、価格を決めたりできる代わりに、商品の安定供給を担っていたのである。
　ここで注目されるのは、株仲間に属していない新興商人たちは、米の値段が高い時には商売を
していないということである。現代的な感覚からいえば、米の値段が高い時に買い占めておいた
米を売り出すことにより莫大な利益が得られる、ということになるが、新興商人たちには高値で
品薄になっている時には売るべき米がな
いのである。
　しかしこのことは、幕末には大坂を中
心とする流通システムが崩壊しつつあり、
商品の流通が不安定になっていたとはい
え、教科書に「貨幣経済の発展」などと
書かれていることと矛盾するようにみえ
る。
　〈グラフ１〉は、最近60年ほどの日本
の貿易額の推移を表したものである。過去50年の間に貿易総額は60倍になり、まさに飛躍的に伸
びている。しかし、1975（昭和50）年頃も、1955年頃と比較した場合には飛躍的に伸びていたわ
けである。ただし、その金額は現在の感覚からみれば小額である。江戸時代の後半、確かに商品
の流通量はそれ以前に比べれば飛躍的に増えてきていることは間違いない。例えば近世初期には
地方都市では株仲間すら成り立たないほど流通量は少ないが、それ以前の段階と比較すれば流通
量は増大していたはずである。しかし、現代の感覚からいえば絶対量ははるかに少ないのである。

３　株仲間の存在意義

　江戸時代、流通量の少なさゆえに、価格競争になると問屋など
の商人は共倒れになってしまう恐れがあった。天保の改革で株仲
間が解散されていたが、1851（嘉永４）年に株仲間の再興令が出
される。そこには「株仲間を解散させたが、『以来商法相崩、諸
品下直に不相成、却て不融通之趣相聞候に付』（それ以来、これ
までの商売のやり方が崩れ、物価は下がらず、かえって上手くい
かなくなったということなので）このたび、株仲間を復活させる
ことにした」ということが書かれている。また、〈史料３〉は〈史

料２〉の続きの部分であるが、新興商人が米を ｢売つづき｣、勝
手な値段で商売しないのならば26軒の米の株仲間に加入を認める
ことになっている。
　藩や庶民にとって、一時的に価格が安くなることより、凶作の
時にも商品が安定して供給されることの方が重要だったはずであ
る。物資の流通量が多くなかった江戸時代の地方都市には、共倒
れを防ぎ「売つづき」（安定供給）を確保するために、株仲間の
ような特権商人が存在する意味があったわけである。

〈グラフ１〉日本の貿易総額の推移
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